
 

金地金などを売却して譲渡益がある場合の確定申告書の作成の操作手

順を説明します。 
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総合課税の譲渡所得の入力について、譲渡益がある場合の操作手順を、次の事例に基づいて説

明します。 

 

【事例】 

① 私は、金地金（１kg×２個）を総額 900万円で㈱国税に売却しました。 

 

② この金地金は、昭和 56年４月３日に㈱△△貴金属から 300万円で購入したものです。 

 

③ 購入時に、取扱手数料として１個につき 15,000円を支払いました。 

また、売却時に、取扱手数料として１個につき 48,600円を支払いました。 

 

④  買主との売買契約は平成 30年４月 12日に締結しました。 

 

⑤ 契約と同時に売却代金 900万円を受け取り、金地金を買主に引き渡しました。 
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１ 入力方法選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「左記以外の所得のある方（全ての所得対応）」の『➡作成開始』ボタンをクリックし、

「申告書の作成をはじめる前に」画面へ進みます。 

 

 

       入力する際に分からない事柄がありましたら、画面の右上の「よくある質問」 

      を参照します。 

       参照方法はリストから参照する方法と、キーワード検索から参照する方法があ 

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

※ 「よくある質問」の参照方法 

リストから参照する場合は、画面左上

の「よくある質問」をクリック 

キーワードから検索する場合は、画面右上の

入力欄に検索する用語を入力して、「検索」

ボタンをクリック 
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 ２ 申告書の作成をはじめる前に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 作成する申告書等を e-Taxにより提出するか、印刷して税務署に郵送等で提出するかを 

選択します。 

 （これまでの画面で「印刷して書面提出する」を選択している場合には表示されません。） 

② 青色申告の承認を受けている場合は、「税務署から青色申告の承認を受けている場合はチェ

ックをしてください。」にチェックします。 

③ 「生年月日」を入力します。 

 （これまでの画面で入力している場合は、入力された状態で表示されます。） 

④ 申告書の様式をイメージした入力画面に基づいて収入等の入力を行う場合には、「申告書

の様式をイメージした入力画面で申告書を作成する」にチェックします。 

⑤ 『入力終了（次へ）＞』ボタンをクリックします。 
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 ３ 収入金額・所得金額の入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

① 総合譲渡所得の『入力する』ボタンをクリックすると、「総合課税の譲渡所得（譲渡所

得トップ）」画面へ進みます。 
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４ 総合課税の譲渡所得（譲渡所得トップ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「譲渡所得の内訳書（確定申告書付表）【総合譲渡用】」を作成済みの方で、『計算結果入力』

ボタンの左にある質問に「いいえ」を選択された方は、『計算結果入力』ボタンをクリックし

ます。→６ページにお進みください。 

※ 『計算結果入力』ボタンの左にある質問に「はい」を選択された方は、「計算結果入力」

画面（６ページ）で入力することはできません。 

 

② 譲渡（売却）された資産が 10 以下で、「譲渡所得の内訳書（確定申告書付表）【総合譲渡

用】」を作成されていない方又は『計算結果入力』ボタンの左にある質問に「はい」を選択

された方は、『内訳書作成』ボタンをクリックします。→７ページにお進みください。 
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５ 総合課税の譲渡所得（計算結果入力） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「計算結果入力」画面では、作成済みの「譲渡所得の内訳書（確定申告書付表）【総合譲

渡用】」を基に、画面の案内に従って入力します。事例の場合は、「一般の総合課税の譲渡

所得（特例の適用を受けないもの）」に該当し、また、所有期間が５年を超えていますので、

上段の「一般の総合課税の譲渡所得（特例の適用を受けないもの）」の「長期譲渡」に入力

します。 

 

② 『計算する』ボタンをクリックすると、「特別控除」に金額が表示されます。 

 

③ 『入力終了（次へ）＞』ボタンをクリックすると、「収入金額・所得金額の入力」画面（14

ページ）に戻ります。 
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※ 収用交換などにより、借家人補償などを受け取った場合で、一定の

要件に該当するときは、特別控除として 5,000 万円が控除されます。 

  この 5,000 万円の特別控除を適用した申告書を作成する場合は、※

の「収用等により資産が買い取られた場合の 5,000 万円の特別控除

の特例を適用する。」をチェックします。 

 

６ 総合課税の譲渡所得（内訳書作成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 『譲渡資産の内訳』ボタンをクリックして、「譲渡資産の内訳」画面（８ページ）で譲
渡（売却）された資産を入力します。 

② 『所有期間の区分・取得費』ボタンをクリックして、「所有期間の区分・取得費」画面
（10ページ）で譲渡（売却）された資産の購入代金などを入力します。 

③ 『譲渡費用』ボタンをクリックして、「譲渡費用」画面（12 ページ）で譲渡（売却）す
るために支払った費用を入力します。 

④ ①～③の入力が終わりましたら、『入力終了（次へ）＞』ボタンをクリックして、「入力
内容の確認」（13ページ）に進みます。 
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７ 総合課税の譲渡所得（譲渡資産の内訳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 資産の種類を選択します。 

なお、譲渡（売却）した資産が「貴金属」、「ゴルフ会員権等」、「車両」、「事業用資産」及び

「その他（競走馬）」のいずれにも当てはまらない場合には「その他」を選択し、下の入力欄に

譲渡（売却）した資産の種類を入力します。 

この事例の場合は、「貴金属」を選択します。  
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※ ②の「譲渡された貴金属の名称」及び「譲渡された資産の所在地等」

は、①の「資産の種類」に応じて入力項目が表示されますので、画面

の案内に従って入力を行います。 

② 「譲渡された貴金属の名称」、「譲渡された資産の所在地等」、「利用状況」及び「数量」を入

力します。 

 

 

 

 

 

③ 譲渡先（買主）の住所・氏名等を入力します。  

④ 「売買契約の日」、「引き渡した日」又は「登記、登録等の日」のうち、該当するものを入力

します。 

⑤ 譲渡（売却）した資産の譲渡（売却）価額を入力します。 

⑥ 売却理由を選択します（複数選択が可能です。）。 

⑦ 譲渡（売却）した資産の譲渡（売却）代金の受領状況を入力します。 

  数回に分けて受領している場合は、１回目から順に入力します。 

  なお、受領した回数が４回以上の場合は、３回目に最終受領年月日と３回目以降の合計受領

金額を入力します。 

  また、まだ受領していない代金（未収金）がある場合には、未収金に予定受領年月日と未収

金額を入力します。 

⑧ 『入力終了（次へ）＞』ボタンをクリックします（「内訳書作成」画面に戻ります。）。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「資産の名称」及び「譲渡

価額」の入力内容が表示さ

れます。 

誤りがないかをご確認く

ださい。 
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８ 総合課税の譲渡所得（所有期間の区分・取得費） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 総合課税の譲渡所得は、資産を取得したときから売却したときまでの所有（保有）期間によ

って課税方法が短期譲渡所得と長期譲渡所得に分かれます。 

  短期譲渡所得となるのは、所有（保有）期間が５年以内の場合で、長期譲渡所得となるのは、

所有（保有）期間が５年を超えている場合です。 

  なお、所有（保有）期間が５年以内でも長期譲渡所得になる場合があります。 

 詳しくは、「１ 所有期間の区分の選択」横の をクリックしてご確認ください。 

 この事例の場合は長期譲渡所得になりますので、「長期：所有期間が５年を超える資産の譲

渡」を選択します。 

② 譲渡（売却）資産を購入した際の「購入先の住所（所在地）・氏名（名称）」、「購入年月日」

及び「購入価額」を入力します。 

③ ②に付随して支払った費用について、「費用の種類」、「支払先の住所（所在地）・氏名（名称）」、

「支払年月日」及び「支払価額」を入力します。 

この事例の場合は、購入時の取扱手数料について入力します。 
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※ 取得費は、譲渡（売却）価額の５％に相当する額で計算することがで

きます。 

     ５％に相当する額で計算する場合は、※の「取得費を譲渡価額の５％

に相当する額で計算する。」をチェックします。 

なお、５％に相当する額で計算する場合は、購入価額など（購入時の

付随費用を含みます。）の実額と併せて適用することはできませんので、

どちらで計算するかを選択します。 

 また、通常、取得費がないものとされる土石等、借家権及び漁業権等

については、５％に相当する額で計算することはできません。   

詳しくは、「取得費を譲渡価額の５％に相当する額で計算する。」横の

をクリックしてご確認ください。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 『入力終了（次へ）＞』ボタンをクリックします（「内訳書作成」画面に戻ります。）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

「所有期間の区分」及び

「取得費」の入力内容が表

示されます。 

誤りがないかをご確認く

ださい。 
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 ９ 総合課税の譲渡所得（譲渡費用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① 「費用の種類」、「支払先の住所（所在地）・氏名（名称）」、「支払年月日」及び「支払金額」

を入力します。 

② 『入力終了（次へ）＞』ボタンをクリックします（「内訳書作成」画面に戻ります。）。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「譲渡費用」の入力内容が表

示されます。 

誤りがないかをご確認くださ

い。 
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10 総合課税の譲渡所得（入力内容の確認） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 入力した内容が表示されますので、内容を確認し、『入力終了（次へ）＞』ボタンをクリ

ックします（「収入金額・所得金額の入力」画面（14ページ）に戻ります。）。 

 ※ 計算結果に誤り・入力漏れがある場合は、『修正』ボタンをクリックして、「総合課税の

譲渡所得（内訳書作成）」画面から入力内容を訂正することができます。 

   また、『削除』ボタンをクリックすると、入力された情報が削除されます。 
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 11 収入金額・所得金額の入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 総合課税の譲渡所得の入力結果が表示されます。 

なお、給与所得や年金所得などの他の各種所得もこの画面で入力します。 

また、『入力終了（次へ）＞』ボタンをクリックすると、生命保険料控除や住宅借入金等

特別控除などの所得控除や税額控除などを入力する画面に進みます。 

 


